
9 .ゴルフ場開発と水汚染
本長 チヰエ 吾参 左往(信州大学繊維学部)

最近の長野県下におけるのゴルフ場の開発は、県民の日常生活が営まれている村落の上

部にあって飲料水その他の水源を溜養している山林地域を対象とする場合が多く、その水

量と水質の保全が各地で問題となっている。しかし、ゴルフ場に起因する水汚染について

は、問題が指摘されるようになってから日が浅いために、汚染の実態に関する体系的な調

査が極めて不足している。ここでは、ゴルフ場における生活廃水、肥料、農薬等の発生負

荷量と、その発生の実態の把握に主眼をおいて、表記課題の問題点について大要を述パる。

山林地帯におけるゴルフ場の開発は、図 1Iこ示したような森林の“公益的機能"の多く

を失わせ、水については、降水の表面流出の増加と地下水酒養機能の低下をひき起こす。

そこに、ゴルフ場の開設によって表 1のような水質汚濁源が新たに持ち込まれれば、汚濁

物質の直接流出が促され、また地中に浸透した汚濁物質については、希釈地下水量の減少

によって濠度上昇が助長されることになる。
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図 1.森林の公益的機能(林野庁「森林の公益的機能計量化調査」中間報告，1972)

表1.ゴルフ場に関係ある水質汚濁源

発生源 汚濁物質 影響

プレーヤー・従業員の生活 生活廃水 有機汚濁、湖の富栄養化

芝地の肥培 王にN，P 湖の富栄養化、地下水のN03汚染

殺菌剤

芝地の病虫害防除 殺虫剤 表流水、浅層地下水の農薬汚染

除草剤

造成中の土木工事 泥土 河川の濁度上昇
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1 _ 会主宇舌彦喜 7]C

生活廃水の汚濁原単位と通常行われる二次処理による BOD，N， P等の除去率を表 2

に示した.また、ゴルフ場における生活廃水由来の汚濁発生負荷量は、下の式によって求

められる.この式の“日帰り係数"というのは、日帰りのゴルフ場利用者や従業員が、一

日の汚濁発生負荷量の何割をゴルフ場施設内で排出するかという係数であり、 0.3-0.4

とする。ゴルフ場から公共用水域に排出される汚濁負荷量は、この数値に除去率を乗じた

ものである。また、わが国の最近のゴルフ場利用者数については、表3のような実績が参

考になろう.

1日の汚濁発生負荷量(1日の利用者数+従業員数)x原単位×日帰り係数

表 2.生活廃水の汚濁原単位と二次処理による除去率

汚濁物質 し尿 錐廃水 合計 二次処理の除去率

g/人・E g/λ.5 g/A.8 % 

BOD 13 90 - 95 

全 N 9 35 - 40 

全 P 0.6 0.8 1.4 40 - 50 
一ー一一」一一

表 3.ゴルフ場(18H)の利用者数一一一上位5県、下位5県、および長野県に隣接する8県

{順位は1986年の実績による)

1985 1986 1987 

場数 18H当り利用者数 渇数 18H当り利用者数 場数 18日当り利用者数

l沖縄 19 59294 19(7) 62969 13(3・17) 63223 

2愛知 36 59037 38(11) 60151 40(7・5) 60934 

3大阪 42 56370 42(0) 57084 42(0・1) 58699 

4徳島 8 52625 8(2) 56271 9(0・4) 51550 

5宮崎 8 49100 11(1) 56207 112(4・3) 57255 

43秋田 11 22381 11 (1) 25662 11(1・1) 26772 

44福島 34 25324 33(9) 25428 35(8・30) 26619 

45山形 8 19250 8(3) 22994 8(1・6) 26093 

46岩手 13 23481 15(3) 22193 16(1・2) 21856 

47青森 10 18571 10(2) 21995 12(1・1) 21838 

41長野 45 28832 50(25) 28567 50(1l・20) 30197 

群馬 40 36907 42(23) 38483 43(13・21) 40869 

ま奇玉 52 50703 53(22) 49874 54(9・16) 20136 

山梨 16 37641 20(17) 33662 22(6・19) 39788 

静岡 75 43931 78(9) 43663 81(4・4) 44572 

愛知 36 59037 38(11) 60151 40(7・5) 60934 

岐阜 48 42935 46(32) 43345 50(15・30) 42665 

富山 8 34286 8(2) 38007 8(2・4) 40930 

新潟 20 29778 22(6) 29370 27(4・2) 27615 

備考 ( )は造成中 ( )は造成および計画中
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ヨルフ場の生活系廃水は、多くの場合、雑廃水とし尿が合併処理され、その二次処理水

は付近の川に放流される。しかし、最近ゴルフ場が造成されるような地域の川は、流量の

少ない山地小河川の場合が多く、たとえ正常に処理されても、放流水は河川の水質ならび

に魚類その他の生物に影響を与えることが予想される.

また、放流地点の下流に近接して湖沼がある場合には、二次処理水(表 2)であっても、

湖の富栄養化の促進要因となる。例えば、仁科三湖の流域にもしゴルフ場が開設されたと

すれば、ゴルフ場の生活廃水由来のリン負荷量は、利用者を 1日平均 150人として計算し

た場合、除去率 50%とみても、流域内の現在の定住人口による負荷量 0.74kg P /日〈こ

の数値は仁科三湖環境保全対策専門委員会報告書，1983，による)の1.2傍になる.このよ

うな場合には、二次処理水について、図 2の下段のような処分をすることが望ましい。

合併処理し尿浄化唐

一次処理→二次処理

図2.ゴルフ場における生活系

廃水の処理・処分
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ゴルフ場の肥料・農薬等の使用量は、しばしば過大にいわれるが、それは場内の土地の

利用区分(ゲトY、ティー円ウ川、 7エ7ウェイ， 17事)によって著しく異なる。標準的な18ホールのゴルフ

場について、肥料、農薬等の散布の対象となるこのような利用区分別の面積の割合を表4

に示した。ゴルフ場における上記のような水質汚濁源の投下量の実態については、ごのよ

うな数値と各区分の単位面積当たりの使用量に基づいて判断されねばならない.

表4.ゴルフ場の肥料、農薬等散布対象面積の内訳(18ホール、パー 72)

一般的な数値 長野県下50場平均$

ha % ha % 

グリーン 1.8 3.3 1.83 3.2 

ティーグラウンド 1.8 3.3 1.40 2.4 

フェアウェイ 27.0 49.5 21.94 38.2 

フ フ 24.0 44.0 27.52 48.0 

その他 4.68 8.2 

"* 言十 54.6 100 57.37 100 

*注;長野県下で現在(1988)稼働中の50ゴルフ場のコース外地を含めた平均面積は96.7

ha:である。したがって施肥等の対象となるコース面積は全体の 59.3%に当たる。
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表 5.芝I也における肥料3要素施用量(g/が・年)(鍋島英男.1988)

要素名

チッ素 リン改 カ

コウライシ-< 10-20 10-18 10-15 
-<ーミューダグラス 30-40 25-30 15-20 

一般芝地 ベントグラス 20-30 10-25 15-20 
ケンタ yキーブルーグラス 13-25 10-15 10-15 

コウライシノ〈 20-40 20-35 20-30 
ゴルフt品 -<ーミューダグラス 60-80 50-60 35-40 
グリーン ベントグラス 40-60 20-30 25-45 

ケンタッキーブルーグラス 25-50 20-30 20-30 

表 6.長野県内ゴルフ場 20カ所の施肥量実態謂査結果(長野県ゴルフ場連盟. 1980) 

グリーン(Y /Tlf) 7ェアウェー U /Ttf) テイグランド(9/1d) 

区 分

窒素 協酸 加1里
j治布
窒素 成殴 加@

般市
窒素 焼酸 加里

j散布
回数 回数 回数

段 高 83.1 79.0 91. 2 10回 64.0 45. 0 47.0 8回 63. 7 45. 5 45.6 8回

最 低 17.3 19.5 17.4 4 0.4 0.5 0.4 2 0.2 0.2 0.2 z 

平 均 39.9 44.2 40.8 8 16.8 17.1 14.1 4 25.1 28.2 24.3 6 

対グリ・ン
100 100 100 100 42 39 35 50 63 64 59 75 (%) 

表 7.ゴルフ場の芝地における年間施肥設計の例 (g/田2)(角田三郎.1988)

ベントグリーン コウライグリーン

純成分合計 純成分合計

月 N F K ca Mg Mn Si 月 N P K ca Mg Mn Si 
1 1 

2 2.1 8.4 2.8 4.0 12.8 2 

3 6.0 10.0 10.0 9.I 3 8.4 2.8 4.0 12.8 

4 7.0 ~.o 4.0 4 7.0 12.0 12.0 9.I 

5 3.5 0.5 0.5 5 3.5 0.5 0.5 

6 6 3.5 自5 0.5 

7 4.1 3.0 3.0 8.4 2.8 4.0/12.8 7 1.5/ 0.5 0.5 

8 2.1 9.I s 8.4 2.8 4.0 12.8 

9 7.0 7.5 8.0 9 ，.， 8.5 8.0 6.7 

10 3.5 1.0 1.5 10 5.5! 2.5! 3.0 

11 1.8 1.0 1.5 11 1.5! 1.0! 1.5 

12 

合計 37.1 27.0 28.5 16.8 25.0 8.0 25.6 合計f3U.OT25.0126.0 116.8!22.0 1 8.0 i 25・t



表 7. つづき
ティーグラウンド フェアウエー

純底分合計 純成分合計

月 N F K ca Mg Mn Si 月 N P K ca Mg Mn Si 
l 

2 2 

3 8.4 2.8 4.0 12.8 3 

4 8.2 7.8 7.0 5.5 4 4.8 3.2 2.8 

5 3.0 3.5 3.0 3 4.0 

6 6 8.4 2.8 4.0 12.8 

7 3.9 3.6 7 3.0 3.0 3.0 

s 3.0 3.5 3.5 8.4 2.8 4.0 12.8 
9 6.9 6.6 6.0 3.0 9 2.4 2.4 2.4 

10 10 

11 11 

12 12 

合計 25.0 25.0 22.5 16.8 14.1 8.0 25.6 

一
合計 14.2 8.6 8.2 8.~・8j 4.0112.8 

ラフ

純成分合計

月 N P K 

l 

Ca Mg Mn Si 
表 8.作物の一般的なN施肥量

2 イ 不 6-10 g/ri{・年

3 コ ム ギ 8-10 

4 3.2 3.2 3.2 ジャガイモ 10.5 
5 

ダ イ ズ 1.7 
6 

7 
キャベツ 19-23 

8 ト マ ト 23-26 

9 3.2 3.2 I 3.2 キュウリ 26-30 

10 ナ ス 26-30 
11 

12 

合計 6.4 6.4 I 6.4 

表 9.長野県下ゴルフ場の施肥量 (g/m 2 •年 =kg/l0a・年)

コウライグリーン ベントグリーン T イー フェアウェイ ラフ

N P E N F K N P E N P E N P E 

芝生管理マニュアル 20-40 20-35 20・・30 40-60 20・3020・45

のー般値 30.025.0 26.0 37.1 27.0 28.5 25.0 25.0 22.5 14.2 8.6 8.2 6.4 6.4 6.4 

N F K 

1980年長野県下20渇 39.9 44.2 40.8 25.1 28.2 24.3 16.8 17.1 14.1 

の平均

1988年長野県下50婦 16.9 22.9 18.0 15.2 19.1 14.7 8.6 10.3 8.2 5.2 5.9 4.6 

の平均

1980年の数値は長野県ゴルフ場連盟の調査、 1988年の数値は長野県の調査による。
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各利用区分の単位面積当たり施肥量の一般値と実態調査結果が表 5，6，7，9に示さ

れている.ゴルフは場に施された肥料成分の中で、最も重要な流出経路である浅層地下水

流出にかかわる汚染を考えた場合、問題になるのは窒素である.肥料中の窒素成分は、い

かなる形で施用されても、図4のように、地中で速やかに水に溶けやすい硝酸態に変化し

て、浅層地下水中に流出する.その割合は、県下の二三の農村地帯で筆者らが長期にわた

って測定した結果(桜井ほか、 1975，1982，1988)によれば、施用量の 33-50%になる.農

地に肥料として施されたりん成分の流出率は極めて小さい(図 4)。

上記のような碕酸態の窒素は湖水等の富栄養化の原因になるばかりでなく、飲料水につ

いては人の健康にも関係がある.飲料水の水質基準では、 NO.-N濃度を 10mg/l以下され

ている。県下の農村地帯、特に降水量の少ない東信、中信地方では、高浪度の碕酸態窒素

を含有するため、飲用不適となっている浅井戸が非常に多い。

図3.土地に投下された肥料、農薬等の成分の挙動

有機物 NH4 P04 

|Al， Fe，CaIp 04 

N02 

NO. 

↓ +  

図4.NおよびP成分の挙動

における際立つた相違

ゴルフ場の利用区分ごとの施肥量と面積構成比にもとづいて、ゴルフ場の施肥対象面積

全体(いわゆるコース面積全体)の平均施肥量を、窒棄について算出すると、 10.2g/ぜ・年

または 6.4g/m2・年となり(表 10)、参考として表8に示されているような一般農作物に

対する施肥量とほぼ同じレベルにあることがわかる。

表1O.ゴルフ場の施肥対象面積に対する窒素の平均施肥量

面積比 単位面積当り施用量 (g/m2・年)

% 標準 長野県下50場平均

グリーン 3.2 30 16.9 

ティー 2.4 25 15.2 注;長野県下の数値

フェアウヱイ 38.2 14 8.6 
は、長野県(1988)の

フ フ 48.0 6.4 5.2 アンケート調査によ

その他 8.2 0.6 る.

平均施用量 (N g/m九年) 10.2 6.4 
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また、長野県は1988年に県下の50のゴルフ場(コース面積合計 2866.3ha )についてお

こなったアンケート調査の結果にもとづいて、ゴルフ場の肥料使用量は県内の肥料入荷実

績数量約 296.000 トン(農政部調べ)の 0.88%に当たるとしている.現在、長野県の耕地

面積は 161.281ha (昭和62年度版長野県勢要覧)であるかから、これらの数値を用いて、

ゴルフコースと農耕地の単位面積当たりの平均施肥量を比較すると、前者は後者の約 1/2

となる.これは正確な比較方法とはいい難いが、ゴルフコースに対する窒素の施用量につ

いてすでに述べた数値とよく符号している。

なお、表 9にみるように、長野県下のゴルフ場の施肥量について1980年と1988年におこ

なわれた調査結果の聞には、 2倍近い聞きがある。その理由は不明であるが、留意すべき

重要な現象である。

土地に投下された肥料や農薬は、図3のように挙動するが、上述のように、肥料の窒素

成分は碕酸イオンとなって、浅層地下水を通じて流亡し易く(図 4)、N03-Nの濠度を高め、

湖の富栄養化の促進要因にもなる.農耕地の少ない湖の流援にゴルフ場が開設されれば、

その影響は大きい.たとえば、前述の仁科三湖の流域にゴルフ場が聞かれれば、そこから

流出する Nの量は、流出率を0.4として、流域内全耕地からの現在のN流出負荷量13kg/

日(仁科三湖環境保全対策専門委員会報告書、 1983による)の約1/2量になる。

嘉正三

ゴルフ場の芝生における農薬使用が、現在各地で大きな社会問題になっているが、その

実態はこれまで部外者にはよくわからなかった。この問題について理解を助けるため、ゴ

ルフ場の芝地の維持管理指針に示されてきた病虫害、害草等の発生状況や、殺菌剤、殺虫

剤、除草剤等の使用指針を表11以下に引用して示した。
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表11.わが国の主要な芝草病害を起因する病原菌とその性質(谷利一.1988)
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表13，芝生病害の発生時期と防除薬剤および使用量(角田三郎.1988) 
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防を絶対とする
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高'1
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薬除防発生部位

主と Lて
ベントグリーン
コウライグリーン

他に

アィ-
7..アウェイ

発生消長

葉枯病(へJレミント，カーブラ 1)7)

27-28'C (5-35'C) 

TMTD 
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コウライ:，...， " 
グリーン

ティー
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22-28'C (5-34'C) 

春はげ病(リゾクトニア，ヒ・ンヴム， 7ザ1)ウム)。-5'C(-5-32'C)
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多発期の連続施用
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ロプラール
ロ7 ドー
グラステン

トモオキンラン
キングローン

TMTD 

150-300f吾
501奇±
1500-2500f音

全ての芝草
グリーン

アイー

7ェアウェイ
ラ7

20-25'C 

きぴ病

4....... 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12例)

¥0-20'C 

2-3g/m' 
1-2g/m' 

1-3g/m' 

2-3g/m' 
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O.5-1.5g/m' 
¥-2g/m' 

ダコニール

ダイオーソ

オーソサイド
(キャプタン)
ベスタック
ロプラール

ロプドー
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ベンレート
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主として
ベントグリーン

ダラースポ y ト(スクレロチナ)
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コガネムン釘i Scarab beetles 

新組目(Coieoptera) 2 :，...'"オサゾウムシ Sthenothoms即naJlIsvesJiJlIs Chittenden 

3 クロクシコメツキ MelanoJIIS senilis Candeze 

4 ンパットガ Pcdiasia (C町 mbus)Jelcrrclllls Zincken 

鱗旭日は.cpidoptera)
5 スジキリヨトウ Stodotlera dctra叩 laBultcr 

6 タマナヤガ Agriolis itsilon Hufnagel 

7 アカ7ツヅリガ Lamoria. glallcalis Caradja 

B チガヤンロオカイガラムシ AnJonina graminis Maskell 

半怨目(Hemiptera) 9 スナコパネナ;1ft;メムン ι:"oblis.皿 5hirlulllS Buzmeister 
10 カメムシ知 Stink bugs 

11 ガガンポ~n Crane f1ies 

双坦i目(Diptera)
12 キモグリパエ ~a Frit mes (Gra田f1i田)

13 ケ，<エ March f1i白

14 ユスリカ Midges 

15 ケラ Cη110臼かaafricana-complex 
直組目(Orthoptera) 

16 エン7 :=1オロ"! Teleogryllus emma Ohmachi et Matsuura 

17 ンパネコプセンチュウ Meloidogyne gram;"is Whitehead 
線虫類(Nematoda)

18 サ yマイモヰコブ七ンチュウ Meloidog)?!e incognila Kofoid et White 

19 ヤスデ Garden millipede 

20 ミミズ Earthworms 
その他

21 コウベモグラ Mogera kob回eThomas 

22 ダニ苅 Mite and ticks 
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表16.芝生害虫の発生時期と防除薬剤および使用量(角田三郎， 1988) 

発 生 I肖 畏 発生部位 防除薬剤 備 考

:，....'"ソトガ グリーン EPN (~LJ.ダイアジノン(手υ. 幼虫対象に防除

ティー スミチオン(早Ll.ディ{乳プ)テレ， 7
7.<.アウェイ ス{乳)，サリチオン ，カルホ

.A .. 
ス(乳)etc.1000-1500倍.
0.2-0.31/m' 
ダイアジノン(位).ランダイヤ(粒)

3 l 5 6 7 8 9 10 Il 12(月} etc.8-10g/m' 

スジキリヨトウ グリーン EPN(乳J.ダイアジノン(乳). 幼虫対象に防除
アィー スミチオン{乳).ディプテレック
ヲェアウェイ ス(手υ.叶リチオン(早L)1 均Jレホ
ラ7 ス{乳)etc. 1000惜

0.3-0.51/m' 
ダイアジノン{世)，ランダイヤ(粒)

etc. 8-10g/m' 

7マナヤガ 主として EPN('υ. ダイアジノン(手L)， 幼虫対象に防除

ベントグリーン スミチオン(1L)，ディ(甲プテレ yク
i羊芝 え(1LJ，叶リチオン υ. カJレホ
オーバーyード ス(1L)，ランヰート(水和)，オル

-L..， 
ティー トラン(水和)etc

... ・h 600-1000倍 0.5-1I/m'

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121m 

アヵ7・y・:r1)ガ 主として オルトラン粒剤.ランヰート粒剤. 幼虫対象に防除

ベントグリーン ランダイヤ位剤 8-10g/m' 4-5月.9-10月
オルトラン水和剤.ランヰート水

和高'1 1000倍 111m' • 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月}

シ，<オサゾウムン 7ェアウェイ ダーズノぐン水和AlJ 成虫・幼虫と bに
ラ7 EPN1LAlJ 越冬(5月町ピー7

ランヰート水和AlJ 1000倍 は魁冬成虫)

クロルピリホス宇LAlI0.5-1I/m' 成虫対象に防除8• -9月が適期か?

A・ 成虫の寿命は長い

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121~) 

チガヤシロオカイガラムシ 主として スプラサイド札剤 若齢的仔虫対象に

一世代 グリーン周り 1000倍 1-21/m' 防除
年間5世代 春・夏・秋 60日 パンカー周り ランネート水和劃l 浸透剤加用有効

'!- 100目 パ yタティー 1000倍 1-21/rn'

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12例}

スナコパヰナガカメムシ 砂質土境 EPN~LAlI 5月のピークは越
ダイアジノン事LA<J 冬成虫によるもの.

スミチオン乳再l 大部分が成虫越冬

カJレホス事LAlI 1000惜 111m' 仔虫は8月上旬ニ

-~ 
サリチオン事LA<J ろがピーク• パイジット乳剤 成虫は臭気が強い

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12仰

--:) 



表16つづき.

発 生 I宵 畏 発生部位 防除薬置1) 備 考

ウスチャコガネ 芝生地全般 {成虫対象)2 -3回 浸透剤加用1:1有効
成虫出現前に芝生地に散布 (幼虫)
カルホス{乳).EPN(乳).ダイ
アジノン{乳).スミチオンUfυ.

a etc. 1000倍 0.25-0.31/m'
(幼虫対象

I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月) 上記薬剤 10001宮. 2-31/m'以上

ヒラタアオコガネ

同 上 同 上 同 上

』血』畠L....l
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月)

チピサクラコガヰ 砂質土壌地帯

同 上 同 上

" 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(m 

マメコガネ (成虫対象)随時 同 上
餌植物を摂食Lている時に また. I茸引剤を使
ダイアジノン(.?L).カJレホス{干し). 用し.底虫を集め

全 般 スミチオン(乳)etc. 10001告を直 る方法もある.

4h 按散布
(幼虫対象)

1 2 3 4 6 7 8 9 10 11 12(nI 上記薬剤 10001音.2-31/m'以上

コイチャコガヰ 成虫越冬が大部分
一部幼虫越冬
浸透剤加用I!有効

企
全 般 同 上 (幼虫)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(~1 

ドウカ'ヰプイブイ 全 般 浸透加用は有効
(幼虫)

最近1:1
ベントグリーン 全 般

ー にとくに多い

'--'--' 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(.月)

ヒメコガオ・

全 般 同 上 同 上

L-.l.-.J 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 121m 
L 

張発生消長は成虫の発生を示した.
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図 5.芝生地雑草の発生と季節(近内誠登.1988)

表18.芝生用除草剤の実用的分類(近内議登.1988)
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茎葉兼土壊処理剤 (ゲザプリム)

長野県下のゴルフ場における農薬の使用実態については、本年度、県の調査が行われた

が(講演 l参照)、単位面積当たりの総使用量は全国的な数値によく似ている.

一方、ゴルフ場関係水域の農薬汚染に関する実態調査報告は、全国的に極めて少ない。

しかし、中南(1988)が奈良県下のゴルフ場関係水域でおとなった調査報告によれば、表流

水、地下水等にロンスター(除草剤)、 MEP(殺虫剤)、 EP N(設虫剤)、 1B P (殺菌剤)

等が明らかに検出されている。このようなゴルフ場関係水域の農薬汚染実態調査について、

都道府県に対する国(環境庁)の要請が、ょうやく昨年8月に出された。長野県下でも現在

行われている調査の結果の発表が待たれるところである.

ゴルフ場における農薬の使用については、 1988年8月25日に農林水産省農蚕園芸局長か

ら「ゴルフ場における農薬の安全使用について」という下記のような内容の通達が出された.

(1)病虫害の防除等に使用する薬剤については、農薬取締法に基づく登録農薬を使用す

ること.

(2)使用に当たっては、登録における適用作物、使用方法、使用上の注意事項を等を遵

守すること.

(3)使用に当たっては、気象、地形等環境条件を考慮のうえ十分な危険防止対策を行う

とと。

このような国の動きとともに、長野県でも平成元年4月1日から「ゴルフ場における農

薬等の安全使用に関する指導要」が施行され(講演 1参照)、また、県農政部が編纂する

r1989年版一農作物病害虫・雑草防除基準」にも、芝の登録農薬一覧表が新たに収録され

た.
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以上のような国・地方行政機関による一連の規制制度の整備により、ゴルフ場の農薬使

用は、これまでより改善されものと期待される.

ゴルフ場の管理対象面積(ゴルフコース面積)当たりの平均農薬使用量は、農耕地と比ペ

て著しく多いものではない.例えば、長野県が1988年におこなった調査結果(講演 1参照)

によれば、県内の農薬総販売量に対するゴルフ場の農薬使用量は 0.58%であるという。

肥料の場合と同犠に、この数値によってゴルフコースと農耕地の単位面積当たり平均農薬

成分投下量を比較すると、前者は後者の約1/3になる。

一方、環境アセスメント等でも農薬成分の流出については、低い年間平均浪度が予測さ

れている.

しかし、ゴルフ場における農薬の使用量は、表19からもわかるように、場内の土地利

用区分によって著しい違いがあり、わずか 3.2%の面積のグリーンに対して農薬の全使用

表19.ゴルフ場の土地利用区分と農薬の使用量

利用区分 l 面積構成比ct;)I農薬使用量(z)
グリーン 3.2 

ティー 2.4 

フェアウェイ 38.3 

ラフ 48. 7 

その他 8.3 

注;長野県の調査(1988)による。

60.5 

10.8 

17.9 

9.4 

1.4 

量の 60.5%が、高い頻度で投下される.したがってゴルフ場の農薬汚染の問題を、全面

積の平均値や年間平均値で推測し論ずることは、正しくない.散布直後における諸島い流出

の起こることがないとはいえない.ゴルフ場の農薬汚染の実態については、頻度の高い継

続調査が必要である.

さヲオコり bこ

ゴルフ場による水質汚染については、なお実態調査の面で不十分の点があるとはいえ、

以上の論議を総合すると、一これまで山林であった地域がゴルフ場に変貌することは、治水

機能と地下水酒養機能の低下に加え、さまざまな水質汚染源の発生状況からみて、おおま

かにいって、いろいろな作物が栽培される農耕地と村落を含む 100haを越える農村地帯

が、新たにその地域に出現することになぞらえることができる.

このような点からみて、少なくともその地核の飲料水源を酒養している林地では、ゴル

フ場の開発を避けるのが、長い将来を考えた場合の、地域の保全・利用上の良識というこ

とができょう.
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ゴルフ場にかかわる農薬等による環境汚染の防止、ならびにその適正な使用のために、

長野県が昭和 63年度にとった施策は下記の通りである(長野県環境影響評価妓術委員会

資料による) 0 

1 .ゴルフ場における農薬等の使用状況の調査の実施.

この結果は、本年 2月 2日に公表された(報告 1参照) 0 

2 .ゴルフ場にかかわる環境調査の実施.

環境影響評価フォロー調査の一環として、水、土壊、底貿等について農薬汚染状況

を調査.本年度の結果は現在とりまとめ中.この調査は平成元年度も継続して行わ

れる。

3.農業問題等庁内連絡会議の開催.

9月に、食品環境水道謀、薬務課、公害謀、環境自然保護謀、農政謀、農業技術謀、

治山謀、および衛生公害研究所で、農薬の安全使用、講習会の実施等について協議

した.

4.農薬取締法に基づく農薬の安全使用についての指導を通知.

10月、農政、衛生、生環、林務部長通知.病虫害の防除等に使用する農薬について

は、農薬取締法に定められた農薬を使用すること。その他使用上の留意事項。

5 .ゴルフ場周辺地域における水道の現況調査の実施.

衛生部.

6 .農薬安全使用等講習会の実施.

11月、グリーンキーパーを対象に研修会を実施.生活環境部、衛生部、農政部.

7 .芝の登録農薬一覧表の作成と配布.

芝の登録農薬一覧表を作成し、ゴルフ場に送付するとともに1989年版防除基準に収

録した.

8. rゴルフ場における農薬等の安全使用等に関する指導要綱」の制定.

元年 2月、農薬の使用報告、水質測定等を規定した上記指導要綱を制定した。この

要綱は、平成元年4月 1日から施行される(報告 1参照) 0 

9 .農薬等の使用の適正を期すため、ゴルフ場の巡回指導を開始.

農政部、衛生部.

10. 今後計画されるゴルフ場については、環境彰響評価の中で、農薬・肥料等の使用予測

(種類、量)、水源等への影響予測評価、必要に応じ事後の水質モニタリングを行う、

等の指導を引き続き実施する.生活環境部。
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